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そして何よりも，「森の輪」は，赤ちゃんにぴったり
のおもちゃなのです。直径8cmというサイズ（図1）
は乳児の手でも握りやすく，両手で握った赤ちゃん
は，ほぼ必ずと言っていいほど口元に持っていき，そ
の感触を確かめるように舐めたり噛んだり…。このた
め，赤ちゃんが口に入れても安心して遊んでいただけ
るよう，日本食品分析センターで検査を行った上で贈
呈されています。

さらに，「森の輪」を入れる布製の袋（写真5）には，
お手入れの仕方や注意書きを記したタグを取り付け，
袋の中には紙ヤスリを入れるなど，初めて木のおも
ちゃを取り扱う親御さんに，木の特性や木製品とのつ
きあい方を学んでいただけるように配慮しています。

シンプルなデザインに乳幼児に適した機能性と安
全・安心を兼ね備えた「森の輪」を届けることで，親
子のふれあいやコミュニケーションが活発になるお手
伝いができれば嬉しいですし，末永く大切に使ってい
ただけることを願っています。

■「森の輪」のあゆみ
こうした「森の輪」を普及する活動は，2019年に
「森の輪プロジェクト」として始まりました。私は，
同年4月に道庁水産林務部から十勝総合振興局森林室
に転勤し，帯広大谷短期大学で幼児保育を学ぶ学生さ
んにものづくりを指導されていた馬場拓也さん（現：
北海道教育大学旭川校講師，「森の輪」プロジェクト
代表）に出会い，乳児の歯固めとして使えるドーナツ
型の木製品を，赤ちゃんのファーストトイとして自治
体から贈る活動を始めたいというアイディアを聞かさ
れました。ほかにも，帯広の森・はぐくーむ施設長で
木育マイスターとしても活躍されているの日月（たち
もり）伸さんなど，活動の趣旨に賛同してもらえそう
な人たちに話をされていると伺って，十勝管内の木育
を推進する取り組みとして，振興局（森林室）が応援
する形で一緒に進めましょうと話が弾みました。そし
て6月下旬，馬場さんや日月さんのほか，保育の専門
家や看護師，木育担当の行政職員など8名ほどが帯広
市内に集まり，十勝発の新たな取り組み「すくすく十
勝 応援プロジェクト：森の輪」としてスタートしま
した。
当時は，十勝管内の池田町と上士幌町のほか夕張市
において贈呈の準備が進められており，その年のうち
に広尾町が参加して，最初の年は4市町による取り組
みでした。その後は，「森の輪」の趣旨に賛同して取
り組んでくださる自治体が年々増え続け，またプロ
ジェクトメンバーにも新しい仲間が加わり，5年目と
なった今年（2023年3月現在）は，表1に示す22市町
村（そのうち道外1市）に広がっています。

こうした「森の輪」に取り組んでくださる自治体の
活動等については，毎年発行している冊子「森の輪物
語」やホームページ，SNS（図2）などでも紹介して
います。そして今年度も，来年度以降の新規事業とし
てご検討いただいている自治体さんからの問い合わせ
などに応じているところです。

※公式ホームページ
URL　https://www.morinowakko.com

「森の輪」は，製品としての品質や意匠性だけでな
く，地域の多様な人々が関わって届けられる点などが
評価され，2020年には「ウッドデザイン賞」，2021
年は「キッズデザイン賞」，そして2023年には，国
際的なデザイン賞であるiFデザインアワードのプロダ
クト部門賞を受賞しました。北海道の十勝から始まっ
た活動が5年の間に次々と素晴らしい賞をいただいた
ことは，ともに歩んできたプロジェクトの一員として
誇らしくかつ励みに感じるとともに，今後の活動に向
けても大きな期待が膨らみます。

■「森の輪」のこれから
シンプルな木製品に，あえて「森の」という冠名を
つけたのは，地元の木から作られたおもちゃを通じ
て，その町の森林や身近な自然にも興味を持ってもら
いたい，親子を森へと誘うパスポートのような存在に
なってもらえたら…という思いが，プロジェクトメン
バーの中で共有されたからです。
北海道で生まれた木育は，「子どもの頃から木を身
近に使っていくことを通じて，人と，木や森との関わ
りを主体的に考えられる豊かな心を育むこと」とされ
ていますが，「森の輪」は，まさにそのような木育の
理念を体現するものになっていると思います。ちなみ
に，2004年に北海道で木育が誕生するきっかけと
なった木育推進検討プロジェクトチームには私も参画
しており，当時，検討会議での議論を重ねるうちに，
その場に集まった委員の中には，森と人との関係性を
より良いものにしていきたいという共通の思いがある
ことを実感しました（木育誕生の背景や経緯について
は，「森の輪物語2020」に寄稿しましたので，御一読
いただければ幸いです）。　
「森の輪」プロジェクトでは，地域における森と
人，人と人とをつなぐ役割なども小さなドーナツ型の
おもちゃに託して，未来への一歩を踏み出そうとする
赤ちゃんとその親御さんに届けています。とても夢の
ある活動だと思いませんか？　プロジェクト代表の馬
場さんは，活動の目的は，「未来への種を撒き続ける
こと」とおっしゃいます。少しずつ種を撒き続けて，
今年で5年目となりました。これからも種を撒き続け
ながら，種から芽生えた生命を育んでいくような活動
にも取り組んでいくことができたら…と考えていま
す。どのような芽生えがあり，どのように育てていっ
たらいいのか？を模索しながら，ひとつひとつ歩みを
進めていくことになると思いますが，本稿を御覧いた
だいた皆様には，これからも「森の輪」の活動を温か
く見守っていただければ有り難いと思います。

■「森の輪」とは？
赤ちゃんが生まれて初めて触れるおもちゃの素材
は，何といっても木が一番でしょう！
やさしい木の温もりに触れながら，すくすくと健や
かに育ってほしい。そんな願いを込めて，自治体から
赤ちゃんへの誕生祝い品として贈られるドーナツ型の
木のおもちゃ，それが「森の輪（もりのわっこ）」で
す（写真1～4）。
「森の輪」の材料には，赤ちゃんが生まれた市町村
に生えていた木が使われます。町の木として指定され
ている樹種のほか，廃校になってしまった校庭の木，
風倒などの被害にあった木，町有林の整備によって伐
採された木など，それぞれの町が選ぶ樹種は様々で，
これまでには，エゾヤマザクラやシラカンバ，ミズナ
ラ，ヤチダモ，イタヤカエデ，カラマツなど10種類

以上の樹種が使われています。その土地の気候風土の
中で育ち，その町の歴史が年輪に刻み込まれた木を使
うことによって，赤ちゃんに生まれ故郷への愛着を育
んでほしいという願いが込められています。
また，「森の輪」は，地域の人から届けられます。
多くの自治体では，乳児検診の際などに保健師さんや
役場の林務担当者から手渡されていますが，森の輪が
赤ちゃんと親御さんに届くまでには，材料となる木を
選ぶ人，伐採する人，乾燥した原木を加工する人，や
すりをかけて磨く人，森の輪を入れる布袋を手作りす
る人，町を代表して手渡す人…など，地域の様々な
人々が関わります。そうしたプロセスの中で，赤ちゃ
んの誕生をともに喜び，健やかな成長を願う人々の思
いが重なっていきます。

同じく道産カバ内装化粧合板も使用しており，どちら
も町内で製造されています。

この建物の構造上の特徴は，中断面集成材とM22
の鋼材を組み合わせた張弦梁を用いて，スパン10mの
空間（写真2）を実現していることにあります。これ
により，材料コストの低減に寄与しています。
また，保育室（写真3），遊び集いの場（写真4）な

ど，園内各室の床，壁，ルーバーにも町産杉，道産広
葉樹を使用しています。

◆これから
当町では，役場庁舎や中央公民館の暖房に木質チッ
プボイラーを導入してきました（それぞれ，2014年，
2017年）。2016年には「バイオマス産業都市」に認定
され，木質を含めた未利用バイオマスの活用促進に取
り組んできています。また，2017年には公共建築物
では道内で初めてCLTを用いた建物（しりうち地域産
業担い手センター）を建設しました1)。
このように，当町ではこれまでも，木質バイオマス
や地域材の利用を進めてきました。また，2022年3月
には，2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロの実現
をめざす「ゼロカーボンシティ」を宣言し，風力発電
などの新たな再生可能エネルギーの導入等によってこ
れまで以上に脱炭素地域づくりを進めることとしてい
ます。しりうちゼロカーボンシティ達成の一翼を担う
ため，川上－川中－川下の連携を図りながら木質バイ
オマスや地域材の利用を進め，木材産業の発展につな
がることを期待しています。

■参考資料
1)　三原知明：しりうち地域産業担い手センターが完
成，ウッディエイジ2018年9月号．

■認定こども園の新築の経緯
知内町には，町立幼稚園が１施設，私立保育園が１
施設，町立保育所（湯の里保育所）が１施設設置され
ていました。このうち，町立幼稚園・私立保育園はと
もに築40年以上経過して老築化が進み，耐震化も含
め，今後，大規模な改築・改修が必要な状態でした。
そこで，子どもたちの安全確保はもちろんのこと，質
の高い教育・保育を実現するにふさわしい環境整備を
進めるため，知内町認定こども園連絡会議を設置して
検討・協議を重ねてきました。その結果，町立幼稚園
と私立保育園を一つに統合する方針が示され「公私連
携・幼保連携型」の認定こども園を，旧知内小学校跡
地に建設することとなりました。

■建物の概要
建物の概要を表１に，全景を写真1に示します。

こども園の構造は，次の2点の観点から木造としま
した。
①町の方針
知内町では，地域材の需要拡大を進めるために「知
内町地域材利用推進方針」を策定し，町が整備する公
共建築物での地域材の利用を図っています。特に，町
が整備する公共建築物のうち，低層の建築物について
は原則として全て木造化とすることとしています。
②町内業者の活性化
知内町の人工林は杉が8割以上を占めています。町

内には，この森林資源を活用する林業，製材業，そし
て建築業の事業所がそろっています。そのため，杉を
活用することで町内産業の活性化につながることが期
待できます。

■使用木材
知内町産杉製材には，2020年度に町有林（主に町
内上雷地区と尾刺地区）で実施した皆伐（主伐）およ
び間伐により生産された素材を用いました。素材生産
の概要は表2のとおりで，原木は約1,500本以上となり
ました。

杉原木は，用途に合わせた寸法に製材し，建物の構
造材，下地材，外装材として使用しています。その使
用量および製造者を表3に示します。集成材の製造が
2か所になっているのは，工場の最大製造寸法の制約
によるもので，(協)オホーツクウッドピアが全体の約
7割を，㈱ハルキが約3割をそれぞれ分担して製造し
ています。建物全体で，約300m3の町有林杉材を使用
しています。
また，知内町産杉以外にも道産カバフローリング，

道南杉を活用した園舎
～しりうち認定こども園～

知内町　小林　　亮

構造・階数 木造・平屋 
防耐火 準耐火構造（イ準耐） 
延べ床面積 1,115m2 
設計・工事監理 株式会社 創建社 

建築工事 齊藤建設・高木組特定建設工事

共同企業体 

工期 2021年5月20日～2022年 
3月18日 

 

 
写真1　こども園

 皆伐 間伐 
樹齢 56～91年生 66年生 
施業面積 4.93ha 15.48ha 
素材数量 2,186.858m3 1,085.223m3 

 

表1　建物の概要

表2　素材の概要
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ている樹種のほか，廃校になってしまった校庭の木，
風倒などの被害にあった木，町有林の整備によって伐
採された木など，それぞれの町が選ぶ樹種は様々で，
これまでには，エゾヤマザクラやシラカンバ，ミズナ
ラ，ヤチダモ，イタヤカエデ，カラマツなど10種類

以上の樹種が使われています。その土地の気候風土の
中で育ち，その町の歴史が年輪に刻み込まれた木を使
うことによって，赤ちゃんに生まれ故郷への愛着を育
んでほしいという願いが込められています。
また，「森の輪」は，地域の人から届けられます。
多くの自治体では，乳児検診の際などに保健師さんや
役場の林務担当者から手渡されていますが，森の輪が
赤ちゃんと親御さんに届くまでには，材料となる木を
選ぶ人，伐採する人，乾燥した原木を加工する人，や
すりをかけて磨く人，森の輪を入れる布袋を手作りす
る人，町を代表して手渡す人…など，地域の様々な
人々が関わります。そうしたプロセスの中で，赤ちゃ
んの誕生をともに喜び，健やかな成長を願う人々の思
いが重なっていきます。

同じく道産カバ内装化粧合板も使用しており，どちら
も町内で製造されています。

この建物の構造上の特徴は，中断面集成材とM22
の鋼材を組み合わせた張弦梁を用いて，スパン10mの
空間（写真2）を実現していることにあります。これ
により，材料コストの低減に寄与しています。
また，保育室（写真3），遊び集いの場（写真4）な

ど，園内各室の床，壁，ルーバーにも町産杉，道産広
葉樹を使用しています。

◆これから
当町では，役場庁舎や中央公民館の暖房に木質チッ
プボイラーを導入してきました（それぞれ，2014年，
2017年）。2016年には「バイオマス産業都市」に認定
され，木質を含めた未利用バイオマスの活用促進に取
り組んできています。また，2017年には公共建築物
では道内で初めてCLTを用いた建物（しりうち地域産
業担い手センター）を建設しました1)。
このように，当町ではこれまでも，木質バイオマス
や地域材の利用を進めてきました。また，2022年3月
には，2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロの実現
をめざす「ゼロカーボンシティ」を宣言し，風力発電
などの新たな再生可能エネルギーの導入等によってこ
れまで以上に脱炭素地域づくりを進めることとしてい
ます。しりうちゼロカーボンシティ達成の一翼を担う
ため，川上－川中－川下の連携を図りながら木質バイ
オマスや地域材の利用を進め，木材産業の発展につな
がることを期待しています。

■参考資料
1)　三原知明：しりうち地域産業担い手センターが完
成，ウッディエイジ2018年9月号．

■認定こども園の新築の経緯
知内町には，町立幼稚園が１施設，私立保育園が１
施設，町立保育所（湯の里保育所）が１施設設置され
ていました。このうち，町立幼稚園・私立保育園はと
もに築40年以上経過して老築化が進み，耐震化も含
め，今後，大規模な改築・改修が必要な状態でした。
そこで，子どもたちの安全確保はもちろんのこと，質
の高い教育・保育を実現するにふさわしい環境整備を
進めるため，知内町認定こども園連絡会議を設置して
検討・協議を重ねてきました。その結果，町立幼稚園
と私立保育園を一つに統合する方針が示され「公私連
携・幼保連携型」の認定こども園を，旧知内小学校跡
地に建設することとなりました。

■建物の概要
建物の概要を表１に，全景を写真1に示します。

こども園の構造は，次の2点の観点から木造としま
した。
①町の方針
知内町では，地域材の需要拡大を進めるために「知
内町地域材利用推進方針」を策定し，町が整備する公
共建築物での地域材の利用を図っています。特に，町
が整備する公共建築物のうち，低層の建築物について
は原則として全て木造化とすることとしています。
②町内業者の活性化
知内町の人工林は杉が8割以上を占めています。町

内には，この森林資源を活用する林業，製材業，そし
て建築業の事業所がそろっています。そのため，杉を
活用することで町内産業の活性化につながることが期
待できます。

■使用木材
知内町産杉製材には，2020年度に町有林（主に町
内上雷地区と尾刺地区）で実施した皆伐（主伐）およ
び間伐により生産された素材を用いました。素材生産
の概要は表2のとおりで，原木は約1,500本以上となり
ました。

杉原木は，用途に合わせた寸法に製材し，建物の構
造材，下地材，外装材として使用しています。その使
用量および製造者を表3に示します。集成材の製造が
2か所になっているのは，工場の最大製造寸法の制約
によるもので，(協)オホーツクウッドピアが全体の約
7割を，㈱ハルキが約3割をそれぞれ分担して製造し
ています。建物全体で，約300m3の町有林杉材を使用
しています。
また，知内町産杉以外にも道産カバフローリング，

写真2　遊戯室のスパン10mの張弦梁

写真3　保育室

 

部位 種類 樹種 産地 使用量 製造者 

内装 合板 

カバ 北海道 
530m2 

(株)湯ノ里木材

工業所 床 
複合フロー

リング 
600m2 

 

表3　町有林杉材の用途および使用量 

表4　杉以外の木材使用部位 

弦（鋼材） 

 

 

写真4　遊び集いの場（だんだんホール）

 
部位 種類 使用量 製造者 

柱･梁 集成材 182m3 

ラミナ製造： 
(有)松田林業、(株)ハルキ 

集成材製造： 
(株)ハルキ *1) 

(協)オホーツクウッドピア *2) 
下地 製材 93m3 (株)ハルキ  
外装材 羽目板 140m2 (有)松田林業 
*  1)：長さ 6m・高さ 45cm まで、2)：1)以上のサイズ 

 


